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「医療連携における和歌山市モデルの基盤づくりと波及効果」 
 
 

 

 
 

 

 

                                  医療法人裕紫会 中谷病院 

                                       在宅医療連携拠点事業部 

 

 



医療連携における和歌山市モデルの 

基盤づくりと波及効果 
～安心して在宅療養や看取りができる地域に向けて～ 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

平成24年度 厚生労働省モデル事業 

   医療法人 裕紫会 

   中谷病院 

 
     在宅医療連携拠点事業部 

 
 



医療法人裕紫会 中谷病院の概要  

                     在宅医療連携拠点事業所 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

「地域とともにいきる」を理念とし 

急性期病院の後方支援及び一般 

病院として地域にねざした医療を 

展開している。 

 
病床 １９５床 

  一般 ４５床  回復期 ３２床 

  障害者病棟 ６０床  

  介護療養型医療施設 ５８床 

 

強化型在宅支援病院 

             関連施設 
  ＊医療・保健・介護・福祉・健康増進・住まいのネットワーク 

・老人保健施設              ・特別養護老人ホーム 

・診療所 ２ヶ所               ・ショートステイ 

・血液浄化センター ２ヶ所       ・ケアハウス ２ヶ所 

・訪問看護ステーション ２ヶ所     ・デイサービス ５ヶ所 

・通所リハビリ               ・地域包括支援センター 

・有料老人ホーム ３か所         ・養護老人ホーム 

・在宅介護支援センター         ・訪問介護 ３ヶ所 

・居宅介護支援事業所 ４ヶ所         ・訪問給食 

・検診事業                   ・訪問介護員養成講座 

・認知症対応型デイサービス２ヶ所   ・グループホーム ４ヶ所        

・小規模多機能居宅介護 ２ヶ所      ・保育所 ２ヶ所 

・メディカルフィットネス 

 医療法人裕紫会  中谷病院 



和歌山市の概要  
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人口     378,029人 

男性     179,729人 

女性     198,300人 

世帯数   167,675人 

高齢化率     25.5％ 

人口                        78,254人 

男性                        37,379人 

女性                        40,875人 

高齢化率                    24.7％ 

65歳以上高齢者数  19,330人 

要介護認定者数       4,515人 

独居高齢者              2,988人 

在宅寝たきり高齢者   85人 

病院数            4 

診療所数          75 

歯科診療所数       32 

調剤薬局          26 

和歌山市全体 和歌山市東部（主な活動エリア） 
    



在宅医療連携拠点事業の活動に協力いただいて
いる職能団体  

 
  和歌山県医師会        和歌山市医師会 

  和歌山県歯科医師会     和歌山市歯科医師会 

  和歌山県薬剤師会       和歌山市薬剤師会 

  和歌山県看護協会       和歌山県介護支援専門員協会 

  和歌山県訪問看護ステーション連絡協議会 

  和歌山県認知症支援協会  和歌山県言語聴覚士会 

  和歌山県栄養士会       和歌山県歯科衛生士会 

  和歌山市地域包括支援センター（第１～８圏域） 

                                                                                  順不同 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第１回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
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県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

参加者 146名 

 
 医師 16名  歯科医師 5名 

 

 薬剤師 20名  訪問看護師 10名 

 

 ケアマネ 47名  ＭＳＷ 14名 

 

 地域包括 9名  介護職 9名 

 

 行政関係者 3名 その他 13名   

  

          



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第１回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
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                   プログラム 

 
 ●  在宅医療連携拠点事業について       行政 

 

 ● 講演 「在宅医療の最近の動向」       和歌山市医師会 

 

 ● 都道府県・地域リーダー研修について    在宅医療連携拠点事業所 

 

 ● アンケート、ヒアリング結果の報告        在宅医療連携拠点事業所 

 

 ● グループディスカッション 

    「地域における連携上の課題について」   参加者全員 

   

   ● 名刺交換会 ・ 懇親会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第１回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

   

  

          

  和歌山市医師会挨拶   和歌山県医師会挨拶 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第１回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

都道府県リーダー研修報告 アンケート・ヒアリング結果報告 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

   拠点事業所における地域課題の抽出方法 
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県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

①事前アンケートおよびヒアリング活動を実施  234名 
   医療機関69名  訪問看護ステーション22名  居宅介護支援事業所98名 

   地域包括支援センター32名 在支4名 薬局5  施設3名 その他1名 

 

②アンケート結果を参考に合同カンファレンスにてグループディスカッションを 

  おこなう。各テーブルは専門職別に15グループで意見を出し合った。 
    診療所  歯科診療所薬剤師  訪問看護ステーション 居宅介護支援事業所 

    病院ＭＳＷ  地域包括支援センター  介護施設 

   

③グループで複数の課題の抽出 

 

④グループ内で優先課題及び解決策を検討 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 
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            グループディスカッションの結果 

 

●地域における優先課題 

 

 １、連携関係 
    ・ 医療依存度の高い患者の退院が増えているので在宅医療・介護の連携が重 

     要となっているが、社会資源を集約化している相談窓口がない。 

    ・多職種が情報交換や話し合える場が少ない。 
 

   ２、サービスの量的、質的な充実 
    ・医療ニーズの高い方を支える、往診医や２４時間体制の訪問看護の不足により 

    負担が特定の所に集中している。看取りに関わる人が少ない。入退院、看取り、 

    口腔ケアに関する知識や情報不足がある。 

 

  ３、家族基盤 
    ・独居、高齢夫婦世帯が増えているため在宅医療や介護の理解が得られにくい 

     ため、家族サポートや地域住民への在宅医療、介護への周知が必要。 

 

 

 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

            グループディスカッションの結果 

●解決策 

 

 １、連携関係 

  ・事業所や職種間で情報を共有する「連携ツールを作成」する。 

  ・医療的な相談を受ける「コールセンターを開設」する。 

  ・定期的に「合同カンファレンスを開催」し情報交換等ができる機会をつくっていく。 

       

  ２、サービスの量的、質的な充実 

   ・医師や訪問看護など複数の機関が関われる体制整備を図り、個々の負担を軽減 

   する。 

   ・口腔ケアに関する講演会やパネルディスカッションを開催し、知識や意識の向上 

        を図る。歯科医師、言語聴覚士、歯科衛生士、訪問看護、栄養士などの相談窓
口 

    を紹介する。 

 

   ３、家族基盤 

   ・医療や介護を利用した在宅療養についての住民公開セミナーを開催する。 

   ・行政や地域包括支援センターと連携し住民への普及啓発を図る。 

 

 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第１回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 
県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

アンケート用紙 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第１回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

グループディスカッションシート 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 
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アンケート集計（抜粋） ① 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 
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県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

アンケート集計（抜粋） ② 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 
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県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

アンケート集計（抜粋） ③ 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 
県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

アンケート集計（抜粋） ④ 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 
県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

アンケート集計（抜粋） ⑤ 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第１回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
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県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

名刺交換会 グループディスカッション 

【第１回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第２回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
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和歌山県立わかやま館 241213 

参加者 129名 

 
 医師 10名  歯科医師 3名 

 

 薬剤師 11名  訪問看護師 5名 

 

  地域包括 10名 ケアマネ 44名 

 

  ＭＳＷ 14名    理学療法士 1名 

 

 介護 12名   行政関係者 5名    

 

 その他 14名   

  

          



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第２回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

                   プログラム 

 
 ●  在宅医療における先進事例の報告        和歌山県医師会 

         ①那賀地区における連携 

      ②楽しい連携 

      ③クラウド型医療連携システム「ゆめ病院」 

 

 ● 在宅医療連携上の課題について報告    在宅医療連携拠点事業所 

 

 ● 情報共有シートの検討              グループディスカッション 

 

 ● コールセンター開設案内              在宅医療連携拠点事業所 

 

 

和歌山県立わかやま館 241213 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第２回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 
和歌山県立わかやま館 241213 

先進事例報告 ①  先進事例報告 ②  先進事例報告 ③ 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第２回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
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和歌山県立わかやま館 241213 

   

  

          

 地域課題報告  情報共有シート検討（GW） 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第２回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
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和歌山県立わかやま館 241213 

 地域課題 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第２回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
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和歌山県立わかやま館 241213 

   

  

          

 情報連絡シート検討（GW） 
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情報連絡シート 

フェイスシート 



平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

情報連絡シート 

医師 



平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

情報連絡シート 

歯科医師 



平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

情報連絡シート 

薬剤師 



平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

情報連絡シート 

訪問看護 



平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

情報連絡シート 

介護支援専門員 



平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

情報連絡シート 

栄養士 



平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

情報連絡シート 

歯科衛生士 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第２回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

和歌山県立わかやま館 241213 

コールセンター開設案内  コールセンターパンフレット 
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コールセンター 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第３回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 250131 

 

 参加者 156名 

 
 医師 6名     歯科医師 5名 

 薬剤師 9名   訪問看護師 14名 

 ケアマネ 53名  ＭＳＷ 18名 

 リハビリ 8名   歯科衛生士 11名 

 栄養士 2     地域包括 10名 

 介護 9名     行政関係者 5名  

 その他 6名   

  

          

写真 



誤嚥性肺炎予防に向けての地域連携モデル  

                               

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 250131 

●テーマ ： 誤嚥性肺炎予防へのアプローチ  ① 
 

  ◇ 背景・課題 

     ・平成２３年の日本における死亡原因で肺炎は第３位であり、そのうち 

      ９７%が６５歳以上の高齢者である。 

     ・平成２４年１０月の第１回の合同カンファレンスにおいて多職種から 

      口腔ケアに対する知識を深めたいという要望とリハビリの充実を求め 

      る意見があった。 

     ・地域のケアマネジャーより担当ケースの口腔ケアについての相談が 

      あり言語聴覚士と歯科衛生士の関わりが必要であった。 

     ・高齢者や病気を患った方が在宅療養を継続するために誤嚥性肺炎 

      予防へのアプローチが必要である。 

     ・誤嚥性肺炎予防について関係職種間で認識を深め、連携を強化した 

      サービス提供ができるように体制整備が必要となっている。 

       

      

      



誤嚥性肺炎予防に向けての地域連携モデル  

                               

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 250131 

●テーマ ： 誤嚥性肺炎予防へのアプローチ ② 
 

  １、目標 

   在宅療養生活を支えるためにリスクファクターである誤嚥性肺炎を予防する。 

 

  ２、対応策 

    ・関係職種間で認識を深め連携を強化する。 

    ・地域住民への問題提起および誤嚥性肺炎予防への普及啓発。 

     （リーフレット作成、市民講座開催、介護者への聴き取り調査） 
 

  ３、地域でのマネジメント 

    ・窓口機能（コールセンター）で関係機関や専門職の相談を受け必要時は 

     同行訪問を行う。 

    ・誤嚥性肺炎予防が必要な方へのサービスコーディネイト。 

    ・口腔ケア、嚥下チームが機能するための体制整備。 

    ・社会資源リストやリーフレット作成。 

    ・研修会、講演会、パネルディスカッション等を開催し認識を深める。 

       

      

      



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第３回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

                   プログラム 

 
 ● 「在宅における誤嚥性肺炎予防にむけて」 
    【講演】 １、口腔ケアの重要性      和歌山市歯科医師会 

           ２、摂食・嚥下訓練の実際     和歌山県言語療法士会 

           ３、口腔ケアの実際         和歌山県歯科衛生士会 

 

 ● 「在宅における誤嚥性肺炎予防にむけて」 
     ～在宅という限られた環境で私たちは何が出来るか～ 

    【パネルディスカッション】 
      和歌山市医師会       和歌山市歯科医師会 

       和歌山県薬剤師会     和歌山県介護支援専門員協会 

       和歌山県言語療法士会  和歌山県歯科衛生士会 

       和歌山県栄養士会     和歌山県訪問介護ステーション連絡協議会 

       和歌山県    和歌山市    在宅医療連携拠点事業所   

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 250131 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第３回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 250131 

 講演 （歯科医師）  講演 （言語聴覚士）  講演 （歯科衛生士） 

写真 写真 写真 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第３回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 250131 

  保健所長 挨拶 拠点事業所 挨拶 

写真 写真 



多職種連携の課題に対する解決策の抽出  

                              タスク ① 

【第３回 在宅医療連携連絡会 合同カンファレンス】 
 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 250131 

 パネルディスカッション 

写真 



 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 
県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 250131 

 パネルディスカッション 

レジュメ 



効率的な医療提供のための多職種連携  

                              タスク ③ 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

 社会資源一覧 （冊子）の作成 ① 



効率的な医療提供のための多職種連携  

                              タスク ③ 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 241025 

 社会資源一覧 （冊子）の作成 ② 



在宅医療に関する住民への普及啓発  

                              タスク ④ 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 



在宅医療に関する住民への普及啓発  

                              タスク ④ 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

市民公開セミナー 
 
「医療が必要になってもお家で生活 

  できることを知っていますか？」 
            参加者 ８２名 
● 地域包括支援センター  

● 担当エリア訪問看護ステーション  

● 在宅医療連携拠点事業所     共催 

 

 



在宅医療に関する住民への普及啓発  

                              タスク ④ 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

地域機関誌に在宅医療連携拠点事業の記事掲載 



在宅医療従事者の負担軽減の支援  

                              タスク ② 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

急変時対応シート 



在宅医療従事者の負担軽減の支援  

                              タスク ② 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

医療行為に関する事前確認書（同意書） ① 



在宅医療従事者の負担軽減の支援  

                              タスク ② 

 

 

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

医療行為に関する事前確認書（同意書） ② 



総括 １   

                              

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

    これまでの拠点事業所における具体的な取り組み ① 
 

● 多職種連携の課題に対する解決策の抽出    タスク① 
 

  ・拠点事業の活動にあたり１４種の職能団体の協力を得る。 

 

  ・地域の医療、介護、福祉の現状把握のためにアンケートやヒアリ 

       ングを行った。 

 

  ・多職種、他機関、行政が参加する在宅医療連携連絡会「合同カ 

   ンファレンス」を定期的に行っている。 

            ・第1回 合同カンファレンス 146名  平成24年10月25日 

         ・第2回 合同カンファレンス 129名  平成24年12月13日   

        ・第3回 合同カンファレンス 156名  平成25年 1月31日 

 

 



総括 １   

                              

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

    これまでの拠点事業所における具体的な取り組み ② 
 

● 在宅医療従事者の負担軽減の支援       タスク② 

   

   ・在宅支援病院として２４時間体制で患者を受け入れている。 

 

      ・地域の困難事例の調整と同行訪問を行っている。 

 

   ・退院支援会議に参加しケアマネジャーのサポートを行う。 

 

   ・在宅医療の「コールセンター」を開設し相談を受けている。 

 

   ・医療行為に関する事前確認書（同意書）を作成し地域の関係者に配布。 

 

   ・地域包括支援センターのネットワーク会議に参加し医療的な助言を行う。 

 

   ・誤嚥性肺炎のリスクがある方へのサービスコーディネイトを行っている。 

 

 

 



総括 １   

                              

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

    これまでの拠点事業所における具体的な取り組み ③ 
 

● 効率的な医療提供のための多職種連携      タスク③ 
 

  ・在宅医療連携連絡会「合同カンファレンス」の開催や名刺交換会や懇親 

   会を通じて、「顔の見える関係づくり」「話したことのある関係づくり」に寄 

   与する。 

   ・急性期病院の退院時カンファレンスに参加。 

   ・地域のリハビリ支援のために回復期病棟で集中的なリハビリを実施する。 

    退院時は必要に応じて訪問リハビリを展開している。 

   ・在宅医療連携連絡会「合同カンファレンス」を通じて地域の医療関係者等 

   に先進地域の連携システムの講演会を行った。 

      ・情報共有が迅速に負担なくできることを目的に合同カンファレンスでグ 

   ループディスッカションを開催。各専門職の意見を取り入れた「情報連絡 

   シート」を開発。 

      ・地域での誤嚥性肺炎の予防に向けての講演やパネルディスカッションを 

   開催。 

    ・社会資源一覧（冊子）を作成し地域の事業所や関係者に配布。 
    

 

 



総括 １   

                              

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

    これまでの拠点事業所における具体的な取り組み ④ 
 

● 在宅医療に関する地域住民への普及啓発     タスク④ 

 

   ・地域包括支援センターと共催で市民セミナーを開催。 

 

   ・在宅医療連携拠点事業所のパンフレットを配布し普及啓発を図る。 

 

      ・地方紙に在宅医療連携拠点事業所についての記事を掲載。 

 

 



総括 １   

                              

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

    これまでの拠点事業所における具体的な取り組み ⑤ 
 

● 在宅医療に従事する人材育成      タスク⑤ 
 

  ・都道府県リーダー研修に参加。 

 

  ・地域リーダー研修の講師として参加予定。 

 

  ・地域の医療、介護関係者に対して、コールセンターでの相談や訪問活動 

       にて個別相談を実施中。 

 

  ・地域のケア会議や研修会に積極的に参加。 

   

 

 

 



総括 ２  

                              

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

                      評価 
 

１、定期的に開催する合同カンファレンスは、参加者も多く「顔の見える関係 

  づくり」のきっかけとなった。名刺交換や意見交換を通じて確実にネット 

  ワークが広がっている。 

２、在宅医療連携拠点事業についての普及啓発は一定の効果があったもの 

  と判断する。エリア外からも問い合わせがあり、合同カンファレンスへの参 

  加者数が増えてきている状態である、今後の事業継続にむけての基盤づ 

  くりが出来上りつつありエリア外への波及効果が期待できる。 

３、「合同カンファレンス」で抽出した地域課題の解決に向けて具体策を展開 

  している。 

４、在宅、看取りに関わるマンパワー不足については、現在のところ具体的な 

  取り組みができていない状況である。 

５、地域の在宅医療に関わる専門職は、連携の必要性を感じているものの 

  情報不足と地方都市型の和歌山市においては患者ニーズ対応した面的 

  支援が不十分で小さな連携（なかよし連携）が散発していた。 

６、面的支援を可能とするためには、専門職個々の努力では限りがあるため 

  行政、医師会、各職能団体、拠点事業所等が集まる「合同カンファレンス」    

  などの定期的な問題解決型会議の必要性を感じた。 

 

 

 



総括 ３  

                              

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

                      結語 
 

１、他職種から多職種連携へ。 

 

２、顔の見える関係づくりから話したことのある関係づくりへ。 

 

３、連携は受け身ではなくこちらから。 

 

４、連携は相手の事を知ることからはじまる。 

 

５、お互いに「手をつなごう」という姿勢から共通目標が生まれる。 

 

６、点から面へ、面からストーリーへ。 

 

７、人と人との関係性の上に連携や地域ケアシステムが成り立つ。 
 

 

 



  ご静聴ありがとうございました。                              

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 近畿ブロック活動発表会 

         
 

 

 


